第２９回大阪府新公会計制度アドバイザリー会議　議事要旨
日　時：平成２５年１月１７日（木）１０時００分から１２時００分
場　所：府庁本館２階　第３委員会室
出席者：新公会計制度アドバイザー（小幡寛子氏、武田宗久氏）

　　　　清水涼子監査委員
会計局長ほか、新公会計制度グループ員６名、財産活用課ほか７名
◎アドバイザーの主な意見
【棚卸資産（箕面森町）について】
· 箕面森町における土地区画整理事業は、全体を１つの区域として計画した上で実施しており、未実施の一部区域を別途切り離して、個々の区域ごとに取得価額の算定を行う例外的取扱いをする条件等については、再度整理していただきたい。
· 未成土地も棚卸資産であるということで、評価減の対象であり、その方法について検討いただきたい。
【府内市町村への新公会計制度導入促進について】
· 府内市町村において、新公会計制度会計基準が統一されるようガイドラインの策定に向けて、検討を進めていただきたい。

【その他】
· これまで検討した中で十分議論されていない点や、現行の取組みの中で改善すべき点などを整理した上で、平成２４年度財務諸表の作成に向けて議論を行いたい。
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